
 

 
 
 
 
 
 

 

 

２年生が５日間の「トライやる・ウィーク（５/29～６/２）」を今週に実施しています。この間、ＰＴＡ

町理事の方には、放送を通じて地域の方々に呼びかけていただき感謝いたします。 

さて、「トライやる・ウィーク」は、平成７年に起きた阪神淡路大震災からの教訓や、さらに平成９年の

神戸市須磨区児童連続殺傷事件を背景として設置された「心の教育緊急会議」において、様々な実体験を通

して子ども一人ひとりが自分なりの生き方を見つけられるよう支援していく教育にシフトしていく重要性

が宣言され、その取組の一環として、平成 10 年度に誕生しました。 

その会議の座長で、「トライやる・ウィーク」の実現に尽力された故河合
か わ い

隼
はや

雄
お

氏は、「体験の多い人は心

理的に行き詰まりにくい。生きる力とは、よい仕事に就くことやお金を稼ぐことではない。人生で出会う挫

折を乗り越えるための力のことだ。それは大人とのコミュニケーションのなかで育つ」と力説されたそう

です。また、「トライやる・ウィーク」の名称は「挑戦する：トライ」とともに「学校・家庭・地域の三者

の連携：トライアングル」の意味が込められています。 

 事前指導では、次の二つのことを生徒に話しました。 

一つ目は、「（その三者のうちの）事業所や地域の大人の方々と、帰宅してから家の人ともしっかり対話

して、仕事の目的、充実感、人とのつながりの必要性を感じたり、考えたりしてほしい。そして、活動日誌

にその内容の記録を残し、自己のキャリア形成に役立ててほしい」と。 

保護者の皆さまにおかれましては、その日に頑張った生徒の活動の様子に耳を傾け、お子さんとできる

だけ多くの会話をしていただければ有難いです。そのコミュニケーションが、毎日、家族のために働いて家

計を支えている保護者への理解や感謝の気持ちをさらに深める機会になると確信します。 

 二つ目は、「分からないことがあれば質問したり、助けを求めたりしながら、自己の役割や責任を果たす

こと。自分ひとりの力でやり遂げられればよいが、できないこともある。他者の力を借りながらも、この

『トライやる・ウィーク』での責務を果たすことも自立である。他者に依存することも含めた自立心をこの

機会に育んでほしい」と。 

地域や事業所の皆さまにおかれましては、利益につながらない面もありながらも、成長過程の中学生を

指導していただけることに、心より感謝いたします。至らぬ点や失敗することもあるかと存じますが、是非

この機会に、やがては本校区を支えていく生徒のことを知っていただき、人生の先輩として助言していた

だければと存じます。 

 また、我々教師にとっても、地域や事業所の方々とお話させていただいたり、お願いを聞いていただいた

りする機会は、地域の学校として、開かれた学校づくりや教育活動を見直す契機にもなります。どうかこの

機会に忌憚のないご意見をいただければ幸いです。 

 そして、２年の皆さんにとっては、地域や職場で働く大人の方々とのコミュニケーションを通して、職業

観・勤労観、社会性等を育成し、自己の夢の実現や生き方を探る一助になると大いに期待しています。どう

か当事者意識を持って、最後までトライしてください。 

 最後に、本年度の「トライやる・ウィーク」実施に際し、不手際な点が多々ございましたが、地域や事業

所、保護者の皆さまのご理解とご支援を賜りましたこと、この場を借りて、深くお礼申し上げます。有難う

ございました。 

 

※兵庫県教育委員会から臨時講師等の確保に向けて、保護者、地域の方への広報の依頼がありました。裏面をご

覧ください。 

 令和５年(2023)度 
 山陽中学校だより(こうき) 
 令和５年６月１日（木） 
 第３号 文責 三浦 洋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            


